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6600V 高圧線

200V 動力線

100/200V 低圧線

変圧器

PLCモデム カメラ・センサー

①架空低圧線
での通信

②架空高圧線(6600V)での通信

街路灯など

③高圧線(6600V)～低圧線(100/200V)
間での通信

PLCモデム

電力制御機器
計測器など

■屋外での利用範囲は、架空・地中の配電線系統(6600V以下)を想定。
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100/200V 地中低圧線

デジタル
サイネージ

カメラ・センサー ブロードバンド
アクセス回線

④地中高圧線
(6600V)での通信 ⑤地中低圧線(100/200V)での通信

ブロードバンド
アクセス回線

１．屋外での想定利用範囲
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２．無線システムと共用のための方策のご提案 2

② 利用場所の特定が可能な無線利用者への対応

PLC

離隔距離にて対応
例：数百m以上離れた
場所でしか使用しない

・漁業無線
・航空無線
・電波天文
※関東一円数十か所

PLC
信号

電力
+
PLC

電力

① 利用場所の特定が不可能な無線利用者への対応

PLC

・短波ラジオ
・アマチュア無線

ノッチにて対応

■既存無線利用者への対応については、利用者毎に以下の２パターンで検討を進めたい。
■今後、測定やシミュレーションなど技術的根拠を積み重ねた上で、調整を行う予定。


